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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
建
設
現
場
の
状
況

は
清
水
建
設
、
鹿
島
建
設
、

大
林
組
な
ど
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

や
大
和
ハ
ウ
ス
な
ど
の
現
場

が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
地
域

で
閉
鎖
。
ま
た
建
設
資
材
の

不
足
な
ど
の
影
響
で
工
期
の

遅
れ
な
ど
、
か
つ
て
な
い
状

況
で
す
。

東
京
土
建
は
春
の
拡
大
月

間
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

板
橋
支
部
は
仲
間
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
聞

き
取
り
を
位
置
づ
け
、
訪
問

・
電
話
か
け
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
目
標
は
組
織
人
数
の

4
％
、
2
0
0
人
で
す
。

4
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
行
動
を
中
止
と

し
、
5
月
10
日
か
ら
訪
問
行

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
組
合

員
へ
の
影
響
に
関
す
る
調

査
」
と
し
て
聞
き
取
り
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た「
マ
ス
ク
」

を
配
布
、
同
時
に
「
元
気
の

出
る
た
ま
ご
」
と
、
メ
リ
ッ

ト
袋
を
配
布
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の「
持
続
化
給
付
金
」

の
資
料
や
資
格
講
習
会
な
ど

を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

事
業
所
訪
問
も
日
中
に
役

員
・
書
記
で
取
り
組
み
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

支
援
制
度
」
の
案
内
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
新
入
社
員
の

加
入
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

訪
問
先
で
マ
ス
ク
を
配
布
。
喜
ば
れ
て
い
ま
す

仲
宿
分
会

組
織
部
の
方
針
通
り
に
行

動
を
行
っ
て
い
る
。
訪
問
す

る
と
き
は
2
チ
ー
ム
で
動
い

て
い
る
。
組
織
強
化
に
も
力

を
い
れ
る
。

大
谷
口
分
会

電
話
か
け
班
と
訪
問
班
に

分
か
れ
行
動
。
訪
問
先
で
は

メ
リ
ッ
ト
袋
を
渡
し
対
話
。

電
話
先
で
も
き
ち
ん
と
話
を

聞
い
て
も
ら
え
て
い
る
。

蓮
根
分
会

組
織
部
長
が
分
会
の
仲
間

を
引
っ
張
っ
て
行
動
。
群
会

議
で
コ
ロ
ナ
の
聞
き
取
り
ア

ン
ケ
ー
ト
を
進
め
て
い
る
。

舟
渡
高
島
分
会

行
動
の
参
加
者
は
平
均
10

人
ほ
ど
。
組
織
部
長
が
事
前

に
訪
問
先
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
3
チ
ー
ム
で
訪
問
し
て

い
る
。
同
時
に
電
話
か
け
も

行
っ
て
い
る
。

徳
丸
分
会

一
回
あ
た
り
平
均
9
人
を

訪
問
で
き
て
い
る
。
訪
問
先

で
は
、
タ
マ
ゴ
・
マ
ス
ク
を

強
調
し
て
渡
し
て
い
る
。

分
会
で
の
行
動
も
進
み
、

目
標
達
成
分
会
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
春
の
拡
大
月
間
の

成
果
を
今
後
の
組
織
強
化
に

つ
な
げ
、
要
求
運
動
を
前
進

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

板
橋
支
部
は
4
月
22
日
に

板
橋
区
に
対
し
て
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
る
経
済
影
響
か
ら
区
内

中
小
業
者
の
経
営
を
守
る
緊

急
対
策
に
関
す
る
要
請
」
を

行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
区

議
会
各
会
派
・
議
長
あ
て
で

趣
旨
説
明
と
協
力
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

要
望
の
要
旨
は
次
の
通
り

で
す
。

①
地
域
産
業
を
支
え
る
中

小
零
細
企
業
の
営
業
と
、
そ

こ
で
働
く
労
働
者
の
雇
用
を

守
る
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
救
済
措
置

の
実
施
。
具
体
的
に
は
、
事

業
継
続
の
た
め
の
法
定
福
利

費
事
業
主
負
担
分
を
は
じ
め

固
定
費
補
填
が
で
き
る
よ
う

な
直
接
支
援
と
し
て
の
助
成

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

②
中
小
零
細
企
業
は
、
昨

年
10
月
の
消
費
税
増
税
に
よ

り
厳
し
い
経
営
状
態
に
置
か

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
な
新
型
コ

ロ
ナ
被
害
で
、
計
画
的
な
資

金
計
画
が
立
た
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
業
者
が
少
な
く
な

い
。
板
橋
区
独
自
の
住
民
税

な
ど
の
納
付
の
猶
予
、
減
額

・
免
除
を
検
討
し
実
施
す
る

こ
と
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
罹
患
へ
の
不
安
も
広

が
っ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、

具
体
的
な
症
状
が
数
日
続
い

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
断
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
自
宅
療

養
を
続
け
る
こ
と
は
、
家
庭

環
境
の
健
全
な
継
続
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
少

な
く
と
も
か
か
り
つ
け
医
が

必
要
と
認
め
た
場
合
は
速
や

か
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け

ら
れ
る
体
制
を
早
急
に
確
立

す
る
こ
と
。

東
京
土
建
は
、
建
設
従
事
者
の
労
働
組
合
と
し
て
、
仲
間

の
い
の
ち
と
健
康
、
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
の
現
場
の
情
報

や
ご
相
談
は
お
気
軽
に
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
持
続
化
給
付
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
応
急
小
口
資
金

な
ど
の
概
略
は
3
面
に
掲
載
》

青
年
部
、
イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会
も
そ
れ
ぞ
れ
拡
大

目
標
達
成
目
指
し
て
、
組
織

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

い
っ
そ
の

こ
と
、
9
月

か
ら
仕
切
り

直
し
に
し
て

し
ま
え
ば
、

こ
れ
ま
で
の

対
応
の
遅
れ

も
チ
ャ
ラ
に
で
き
る
、
と
考

え
た
の
か
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
休

校
が
長
引
く
も
と
、
安
倍
政

権
は
来
年
度
の
「
学
校
9
月

入
学
制
」
導
入
に
む
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
9

月
は
じ
ま
り
」
に
す
れ
ば
勉

強
の
遅
れ
が
回
復
し
や
す
く

な
り
、
入
試
の
混
乱
も
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
導
入
は
そ

う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
9
月
に
一
気
に
移
行
す

れ
ば
、
小
学
1
年
生
は
6
歳

0
カ
月
か
ら
7
歳
5
カ
月
ま

で
の
児
童
に
な
り
、
生
ま
れ

た
時
期
が
最
長
17
カ
月
違
う

発
達
段
階
の
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
な
り
ま
す
▼
保
育
園

で
は
、
今
ま
で
の
ク
ラ
ス
が

9
月
生
ま
れ
を
境
に
別
々
の

ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
今
の

生
徒
・
学
生
は
来
年
8
月
ま

で
5
カ
月
長
く
現
在
の
学
年

に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
、

学
費
負
担
が
増
え
ま
す
▼
こ

れ
は
普
通
な
ら
、
国
家
の
総

力
を
か
け
て
も
準
備
に
数
年

を
要
す
る
「
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
意
見
も
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
か
つ
て

な
い
取
り
組
み
の
さ
な
か

に
、
そ
の
計
画
を
準
備
、
実

行
す
る
条
件
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
9
月
入
学
は
多
面
的

な
検
討
が
必
要
で
す
。

要
求
運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う
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青
年
部
、イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会

青
年
部
、イ
キ
イ
キ
会
、

女
性
の
会

分
会
の
行
動
の
特
徴

同
時
に
電
話
か
け
も

訪
問
で「
マ
ス
ク
」を
配
布
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
聞
き
取
り

コ
ロ
ナ
対
策
で
板
橋
区
へ
要
望
書

コ
ロ
ナ
対
策
で
板
橋
区
へ
要
望
書

助
成
・
減
免
・

免
除
の
実
施
を

春の拡大月間

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

情
報
・
ご
相
談
は
東
京
土
建
へ
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ど
け
ん
火
災
・
地
震
共
済
の
新
規

加
入
推
進
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

組
合
が
仲
間
の
つ
な
が
り
を
最
大

限
生
か
し
た
「
ど
け
ん
火
災
共
済
」

は
、
1
9
9
9
年
9
月
1
日
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
火
災
共
済
を
自
前

で
つ
く
り
、
運
営
し
て
い
る
労
働
組

合
は
、
建
設
の
組
合
で
は
、
東
京
土

建
だ
け
で
す
。

仲
間
が
万
が
一
の
火
災
で
家
を
失

い
困
っ
た
と
き
に
、
新
し
い
家
を
建

て
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
つ
く
ら
れ
た

安
心
の
制
度
で
す
。
仲
間
同
士
の
助

け
合
い
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

年
３
０
０
０
円
（
木
造
）
・

で
家
財
５
０
０
万
円
の
保
障

年
掛
け
金
3
0
0
0
円
（
木
造
）

・
1
5
0
0
円
（
鉄
筋
）
で
家
財
5

0
0
万
円
の
保
障
で
す
。

住
宅
は
木
造
20
坪
の
場
合
、
年
掛

け
金
9
6
0
0
円
で
1
6
0
0
万
円

の
補
償
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
ど
け
ん
火
災
共
済
」
は
66
％
以

上
の
罹
災
で
全
焼
給
付
さ
れ
ま
す

（
他
は
70
〜
80
％
以
上
）。
地
震
災
害

見
舞
金
も
あ
り
ま
す
。
建
物
最
高
1

0
0
万
円
、家
財
最
高
20
万
円
で
す
。

地
震
共
済
は
地
震
や
噴
火
、
こ
れ

ら
に
よ
る
津
波
を
原
因
と
す
る
火
災

・
埋
没
・
流
失
に
よ
る
損
害
を
補
償

し
ま
す
。
火
災
共
済
と
の
セ
ッ
ト
の

加
入
に
な
り
ま
す
。

万
が
一
の
時
も
、
仲
間
を
助

け
合
う
や
さ
し
い
保
障
内
容

○
66
％
以
上
の
罹
災
で
全
焼
給
付

○
古
い
も
の
で
も
同
等
の
も
の
が
購

入
で
き
る
標
準
的
な
価
格
で
保
障

（
修
理
不
能
の
と
き
）

○
火
災
、
自
然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、

お
風
呂
の
空
だ
き
の
見
舞
金
な
ど
幅

広
い
保
障
内
容

5
月
3
日
の
憲
法
記
念

日
。
東
京
新
聞
労
働
組
合
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
こ
う
呟
い

た
。『

な
ぜ
日
本
国
憲
法
に
緊

急
事
態
条
項
を
入
れ
な
か
っ

た
か
。
1
9
4
6
年
の
帝
国

議
会
で
憲
法
担
当
大
臣
金
森

徳
次
郎
が
答
弁
し
た
。
「
政

府
一
存
に
お
い
て
行
う
処
置

は
極
力
、
防
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」
「
（
緊
急
事
態
の
）

道
を
残
し
て
お
く
と
ど
ん
な

に
精
微
な
憲
法
を
定
め
て
も

…
ま
た
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
が

絶
無
と
は
断
言
し
が
た
い
」』

そ
し
て
同
日
、
現
首
相
は

「
改
憲
し
、
緊
急
事
態
条
項

を
入
れ
る
」
と
宣
言
。
改
憲

し
な
い
と
で
き
な
い
と
政
府

が
い
う
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
現

行
法
で
も
で
き
る
と
専
門
家

は
言
う
。
現
行
法
制
で
や
れ

る
こ
と
す
ら
し
て
い
な
い
。

マ
ス
ク
二
枚
も
ま
と
も
に
配

れ
な
い
。

そ
の
う
え
、
6
4
4
億
円

を
使
っ
て
2
0
2
5
年
度
ま

で
に
全
国
の
急
性
期
病
床
を

20
万
床
減
ら
す
と
い
う
。
2

0
2
0
年
度
予
算
で
は
す
で

に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
病
床

が
足
り
な
い
と
医
療
崩
壊
が

叫
ば
れ
る
今
。
減
ら
す
と
。

あ
る
議
員
は
「
感
染
拡
大
を

国
の
せ
い
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
ね
」
と
呟
い
た
。
改
憲

以
前
に
国
民
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
と
思
え
な
い
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
。

そ
ん
な
中
、
奈
良
新
聞
は

一
面
を
割
い
て
以
下
の
文
章

を
30
日
連
続
掲
載
し
て
い
る

と
い
う
。

い
ま
見
て
い
る
こ
と
、

い
ま
聴
い
て
い
る
こ
と
、

い
ま
感
じ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、

つ
ぎ
の
選
挙
に
行
こ
う
。

う
ん
、
忘
れ
な
い
。
選
挙
に

行
く
。

【
大
山
分
会

島
田

里
香
】

6万5000人が参加した昨年の5・3憲法集会

◇
水
か
ぬ
る
ま
湯
に
中
性

の
液
体
洗
剤
を
適
量
足

し
マ
ス
ク
を
入
れ
、
や

さ
し
く
押
し
洗
い
す
る

（
感
染
予
防
に
は
1
枚

ず
つ
洗
う
）
。

◇
口
紅
な
ど
脂
分
の
あ
る

汚
れ
は
食
器
用
中
性
洗

剤
を
つ
け
る
と
取
れ
や

す
い
。

◇
あ
と
は
洗
剤
が
残
ら
な

い
よ
う
、
て
い
ね
い
に

す
す
ぐ
。

◇
軽
く
水
気
絞
り
乾
か

す
。
タ
オ
ル
で
水
気
を

吸
い
取
る
と
よ
い
。

◇
風
通
し
の
良
い
場
所
で

ピ
ン
と
し
わ
を
伸
ば
し

て
干
す
。
（
女
性
の
会

「
に
り
ん
草
」
よ
り
）

墜落および転落による災害防止をより促進するために、一定
の作業においてはフルハーネス型の安全帯を使用しなければな
らなくなりました。あわせて特別教育の受講も義務付けられま
した。
仲間の要望に応えて板橋支部会館でフルハーネス型安全帯使
用作業特別教育を開催します。5月31日に予定していた講習を
新型コロナ感染予防対策により日程変更しての開催です。

【日時】7月19日（日）
午前9時～午後5時

【場所】板橋支部会館
【受講料】8，000円（丸のこ
＋熱中症予防セット）
5，000円（丸のこのみ）
3，500円（熱中症予防のみ）
【申込期間】7月7日まで

お申し込み・問い合わせは
☎03-3963-5325

【日時】6月28日（日）午前9時～午後4時30分
【場所】板橋支部会館
【受講資格】18歳以上の東京土建の組合員
【受講料】8，000円
【申込期間】6月16日まで

どけん火災・
地震共済

どけん火災・
地震共済

年
掛
金
３
０
０
０
円
（
木
造
）

最
高

５
０
０
万
円
保
障

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育フルハーネス型安全帯使用作業特別教育

加入していますか

大型保障のどけん火災共済大型保障のどけん火災共済
・コンセントから発火し火災全焼

・寝タバコで家財などが火災部分焼

・落雷によりエアコンなどが故障

・上階からの水漏れ（第三者賠償優先）

・下階への水漏れ（漏水見舞い）

・集中豪雨による床上浸水

・地震により建物損壊（地震見舞い）

以下は住宅加入ある場合

・台風で屋根のはがれなど破損

・ブロック塀や車庫への当て逃げ

・何者かにガラスを割られた

板
橋
支
部
会
館
で
開
催

受
講
は
義
務
化

丸のこ特別教育・
熱中症予防教育
丸のこ特別教育・
熱中症予防教育

憲
法
記
念
日
に
思
う
こ
と

マスクの
洗い方
マスクの
洗い方
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
特
別
定
額
給
付

金
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
め
ぐ
り
、
詐
欺
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が

5
月
初
め
に
開
設
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
給
付
金

関
連
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」に
は
、「
給
付
金
の
手
続

き
が
で
き
る
と
思
い
ア
ク
セ

ス
し
た
サ
イ
ト
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
情
報
を
教

え
て
し
ま
っ
た
」「
高
齢
の
母

が
訪
問
し
て
き
た
誰
か
に
銀

行
通
帳
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
あ
る
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
給
付
申
請
が
で
き
る
た

め
、
だ
ま
し
取
ら
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
不
正
利
用
さ
れ

る
可
能
性
が
。
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
「
通
帳
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
な
ど
は
絶
対
に
教

え
な
い
！
渡
さ
な
い
！
」と
、

強
く
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

新型コロナ対策の主な個人支援
①収入が減った

制度 主な内容、条件 相談窓口

生活福祉資金貸付制度
（緊急小口資金）

一時的に資金が必要な場合10万円を貸し付け、臨時休校
で影響を受けた場合は最大20万円の生活資金を無利子で
貸し付け

市区町村の社会福祉協議会
板橋区は3964―0556（平日9時～17
時）

②失業した

制度 主な内容、条件 相談窓口

雇用保険失業給付 次の仕事に就くまでの間、離職前の賃金の45～80％を給
付

各地域のハローワーク
板橋区の管轄ハローワーク池袋
3987―8609

生活福祉資金貸付制度
（総合支援資金）

単身世帯月15万円、2人以上月20万円以内で最大60万円
までの無利子で貸し付け（最大3か月）、返済免除の特例
もあり

市区町村の社会福祉協議会
板橋区は3964―0556（平日9時～17
時）

未払賃金立替え制度 倒産した勤め先から受け取っていない賃金の8割を給付 労働者健康安全機構の未払い賃金
立替払相談コーナー044―431―8663

住宅確保給付金

離職や廃業で仕事を失った人または同程度の状況に至っ
ており、住居を失う恐れが生じている場合、一定期間家賃
相当額を支給。離職、廃業後2年以内で支給期間は3か
月。単身世帯53700円、2人世帯64000円、3人世帯69800
円

居住の自治体の自立相談支援機関
全国連絡先一覧
https : //www.mhlw/go.jp/conte
nt/000614516.pdf

③感染はしていないが仕事を休んだ

制度 主な内容、条件 相談窓口

休業手当 事業所の都合で休む場合、平均賃金の6割以上の休業手
当 各地の労働基準監督署

小学校休業等対応
支援金

子どもの臨時休校で休む個人事業主・一人親方・従業員に
1日4100円を支給。従業員は勤め先の事業所を通じて支
援。
＊2/27から6/30までで就労できなかった日を給付。

学校等休業助成金・支援金等相談
コールセンター0120―60―3999
受付時間：9時～21時
土日祝日含む

④感染した

制度 主な内容、条件 相談窓口

労災保険の休業補償
集団感染や感染ルートで、仕事中に感染したと労働基準
監督署に認められることが必要です。認められた場合、平
均賃金の8割程度が補償。

各地の労働基準監督署または労災
保険相談ダイヤル0570―006031

①収入減への対策

制度 主な内容、条件 相談窓口

持続化給付金

前年同月比で50％売上が減った事業主に返済不要の給付
金（法人200万、個人100万円）＊減収月の事業収入額を示
した帳簿等が必要
Web上での申請を基本とし、必要に応じ、完全予約制の
申請支援（必要情報の入力等）を行う窓口

中小企業金融・給付金相
談窓口：
0570―783183
受付時間：9時～17時
土日祝日含む

新型コロナウイルス
感染症特別貸付

信用力や担保に依らず一律金利とし、融資後の3年間ま
で0．9％の金利引き下げを実施。据置期間は最長5年。融
資限度額（別枠）中小事業3億円、国民事業6，000万円
条件：最近1ヶ月の売上高が前年又は前々年の同期と比
較して5％以上減少したなど
※新型コロナウイルス感染症特別貸付に特別利子補給制
度を併用することで実質的な無利子

平日 9：00～15：00
日本政策金融公庫板橋支
店 3964―1811
土日・祝日
日本政策金融公庫：0120
―112476（国民生活事業）

②従業員への対策

雇用調整助成金
売上が前年同月比5％以上減少し、従業員の雇用を維持
する場合。有給で休業させた場合1日8330円上限。
必要書類：休業計画、労使協定など

各地域のハローワークま
たは労働局

小学校休業等対応
助成金

子どもの臨時休校で仕事を休むことになった従業員（正
規・非正規とわず）に通常の有給休暇と同額の賃金を支払
う事業所に、日額8330円を上限に支給。
＊雇用保険適用事業所の場合

学校等休業助成金・支援
金等相談コールセンター
0120―60―3999
受付時間：9時～21時
土日祝日含む

給
付
金
／
通
帳
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
／

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

組
合
へ
ご
相
談
下
さ
い

�０３―３９６３
―５３２５

教
え
な
い
！
渡
さ
な
い
！

東京土建
板橋支部

お気軽に
主
な
新
型
コ
ロ
ナ
関
係
の
事
業
所
支
援
制
度

主
な
新
型
コ
ロ
ナ
関
係
の
事
業
所
支
援
制
度
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応募資格
入 学 金
授 業 料

18 才以上、働きながら学ぶ意欲のある方
3万円
月額 31,000 円（非組合員 48,000 円）教科書・道具代 別途実費
雇用保険加入者は賃金助成制度適用あり

美
味
し
そ
う
に
実
っ
た
さ
く
ら
ん
ぼ

果
物
の
宝
石
と
言
わ
れ
る

さ
く
ら
ん
ぼ
。

旬
の
時
期
も
短
く
、
価
格

が
高
い
こ
と
も
あ
り
宝
石
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
形
県
が
生
産
量
第
1
位

で
す
、
最
近
で
は
海
外
に
も

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
自
家
不

和
合
性
と
い
っ
て
一
般
に
自

家
受
粉
し
な
い
の
で
、
通
常

は
異
品
種
を
2
本
以
上
植
え

て
交
配
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
て
も
受
粉
が
デ
リ

ケ
ー
ト
な
作
物
で
す
。

今
年
は
雪
が
降
ら
な
い
ほ

ど
の
暖
冬
で
し
た
。
さ
く
ら

ん
ぼ
の
木
も
花
の
芽
も
早
く

か
ら
活
動
を
は
じ
め
て
い
ま

し
た
。
開
花
ま
で
あ
と
少
し

と
い
う
4
月
中
旬
に
低
温
の

日
が
あ
り
霜
が
降
り
ま
し

た
。さ

く
ら
ん
ぼ
は
と
て
も
霜

に
弱
く
、
雌
し
べ
が
寒
さ
で

焼
け
黒
く
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
受
粉
し
な

く
な
り
、実
が
な
り
ま
せ
ん
。

さ
く
ら
ん
ぼ
農
家
は
霜
対
策

を
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
の

力
は
大
き
く
、
す
べ
て
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
。し

か
し
、
こ
こ
か
ら
受
粉

に
力
を
入
れ
生
き
残
っ
た
花

の
受
粉
率
を
上
げ
、
た
く
さ

ん
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
実
ら
せ

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て

甘
く
て
美
味
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た

い
で
す
。

星

智
也

土
建
国
保
に
加
入
の
方
は

日
本
国
内
で
宿
泊
旅
行
を
す

る
と
、ど
こ
の
宿
泊
施
設（
旅

館
・
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ
ョ
ン

・
公
共
の
宿
な
ど
）
を
利
用

し
て
も
、
組
合
員
・
家
族
と

も
、
年
度
内
（
4
月
1
日
〜

翌
3
月
31
日
）1
人
1
回（
1

泊
分
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

1
人
3
千
円
の
補
助
、
65
歳

以
上
は
5
千
円
で
す
（
宿
泊

当
日
の
年
齢
）
。

2
0
2
0
年
4
月
1
日
以

降
の
宿
泊
分
か
ら
、
申
請
書

に
健
診
受
診
状
況
（
予
定
を

含
む
）
を
記
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
申
請
書
裏
面

の
注
意
事
項
を
ご
確
認
の

上
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
受
診
状
況
の
記
入
は

組
合
員
お
よ
び
宿
泊
し
た
年

度
に
19
歳
以
上
の
家
族
が
対

象
で
す
。未
受
診
の
場
合
は
、

「
予
定
」
に
○
を
つ
け
、
受

診
予
定
年
月
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

宿
泊
先
で
「
補
助
金
支
給

申
請
書
」
に
宿
泊
の
証
明
印

を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。「
申

請
書
」
は
東
京
土
建
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

宿
泊
先
の
証
明
が
な
い
場

合
は
、
宿
泊
施
設
が
発
行
し

た
宛
名
が
宿
泊
し
た
被
保
険

者
（
組
合
員
ま
た
は
家
族
）

に
な
っ
て
い
る
領
収
書
の
原

本
で
、
宿
泊
日
と
宿
泊
人
数

の
記
載
の
あ
る
も
の
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
し
て

あ
る
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口

座
」
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

宿
泊
日
の
翌
日
か
ら
2
年

を
経
過
す
る
と
時
効
と
な

り
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

求
人

○
ダ
ク
ト
工
、
配
管
工
、
と

び
・
土
工

社
員
・
3
人
以

上
／
㈱
仲
村
工
業
／
仲
村
武

男
・
大
谷
口
分
会
☎
03
―
5

9
9
5
―
9
2
9
4
／
要
普

免
・
短
期
可
・
見
習
い
可

○
電
気
通
信
工
事

常
用
・

社
員
（
見
習
い
可
）
2
〜
3

人
／
㈱
ア
ク
ト
／
中
村
幹
夫

・
事
業
所
分
会
☎
03
―
3
6

2
8
―
5
4
3
1
／
携
帯
電

話
の
不
感
知
対
策
工
事
、
地

下
鉄
等
夜
間
工
事
有

○

○

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

03
―
3
9
6
3
―
5
3
2
5

ま
で
。本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

本
部
機
関
紙
・
携
帯
サ
イ
ト

・
支
部
機
関
紙
・
群
会
議
の

話
題
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言が出され、厚生労働省
から、「対象地域に居住する住民を対象とする特定健康診査等及び対象地
域に所在する医療機関等で実施する特定健康診査等については、少なくと
も緊急事態宣言の期間において行わないこと」とする通知が発出されてお
りましたが、６月以降の日曜健康診断は下表の「予定」になっています。

日 程 表
5月

機関会議

6月
機関会議

中執

四役
常任

組織財政検討委員会

分会長会議・共済審査

組合活動
本部報告
訪問統一行動

訪問統一行動

組合活動

書記局会議（事務所閉まります）

執行委員会

発送

書記局会議（2時～事務所閉まります）

納入日

本部報告

月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

25
26
27
28
29
30
31

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

場所
小豆沢病院
下赤塚診療所
坂下診療所
小豆沢病院

実施予定日
6月28日（日）
6月28日（日）
7月12日（日）
7月12日（日）

金額

3000円

5000円

年齢

64歳まで

65歳以上

対象

土建国保加入者
（家族含む）

宿
泊
旅
行
補
助

宿
泊
旅
行
補
助

果
物
の
宝
石
さ
く
ら
ん
ぼ

問い合わせ先／東京土建板橋支部 ＴＥＬ ０３－３９６３－５３２５問い合わせ先／東京土建板橋支部 ＴＥＬ ０３－３９６３－５３２５

土
建
国
保
加
入
者
1
人
3
千
円

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

日曜健康診断のご案内

今
年
度
か
ら
健
診
の

受
診
状
況
を
記
入

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


